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東日本 大 震 災に 伴 う福島 第 一原子 力 発電所 事 故か ら 10 年が経 過 しよ う とし

てい ます 。しか しな がら 、未だ に原 子力 発電 所で 溜ま り続 ける 放射 性物 質ト リ チ

ウム を含 む処 理水 の処 分な どに つい て話 題に 上る とこ ろで す。神 奈川 県衛 生研 究

所（以下、当所 ）では原発事故以前から現在に至るまで県内にお ける 放射能調 査

を実施しています。そこで今回は神奈川県の最新の放射能調査に つ い て放 射 能 ・

放射 線の 基礎 を交 えて 紹介 しま す。  

 

 初めに、放 射 線と放射能について 簡単に解説し ます。放射線は、放 射性物 質か

ら発 せら れる 粒子 線ま たは 電磁 波の こと を指 し、放射能 はある物質が 放射 線を 出

す能力を言 いま す。また一般に「被ばくする」 とは、放射線を受け る こ とです。

放射 能の 単位 をベ クレ ル（Bq）で 表し 、受け た 線量 をグ レイ（Gy）また は シー

ベル ト（Sv）で 表し ます 。Gy は放 射線 が物 質に 与え た線 量で あり 、Sv は生 体

が受 けた 線量 で Gy に放 射線 の種 類や 対象 組織 ごと に定 めら れた 係数 を乗 じて 算

出さ れま す。 これ らの 関係 性は 図 1 のよ うに 電球 と光 に例 えら れま す。  

 

図 1 放射線と放射能 
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 原 発 事 故 に よ り 環 境 中 に 放 出 さ れ た 放 射 性 物 質 で 現 在 も 検 出 さ れ て い る も の

はセシウム 134（134Cs）、セシウム 137（137Cs）です。種類によって半減期 1)

に大きな違いがあり、 134Cs は半減期が 2.1 年、 137Cs は半減期が 30 年です。

つまり 10 年が経過し、原発事故により放出された 134Cs は現在事故時の約 32

分の 1 になっていますが、137Cs はまだ 80%程が残っているということになり

ます 。  

1) 半減期：放射性元素が崩壊してその原子の個数が半分に減少するまでの時間のこと。 

 

 当所では環境中の放射能を把握するため、原子力規制庁委託事業である環境 放

射能水準調査を行っています。事故翌年度の 2011 年度と 2019 年度の調査結

果を表 1 に示しました。その結果、雨水等による放射性セシウムの土壌深部 へ

の移行による増加やそれに伴うダイコンへの移行の増加が見られるものの、大 部

分の 試 料で放射性セシウムが大幅に減少したことが分かります 。 し かしながら、

現在でも環境中に放射性セシウムは確実に残存していることを 示し てい ます 。 

 

表 1 2011 年度と 2019 年度における環境放射能水準調 査結 果  

 

試料名 試料数 単位 134Cs 137Cs 134Cs 137Cs

月間降下物 12 Bq/m2 < LOD※1～0.027 0.059～0.55 2.2～300 2.7～290

大気浮遊じん 4 mBq/m3 < LOD < LOD 0.013～6.5 0.018～6.6

上水（原水） 1 mBq/L < LOD < LOD 7.4 7.6

上水（蛇口水） 1 mBq/L < LOD < LOD 15 16

土壌(深度0-5㎝) 1 Bq/kg・乾土 5.1 74 140 160

土壌(深度5-20㎝) 1 Bq/kg・乾土 1.1 19 9.3 12

精米 1 Bq/kg・生 < LOD < LOD < LOD 0.14

ホウレンソウ※2 1 Bq/kg・生 < LOD < LOD 0.076 0.10

ダイコン※2 1 Bq/kg・生 < LOD 0.012 < LOD < LOD

牛乳※2 1 Bq/L < LOD < LOD < LOD < LOD

マアジ※2 1 Bq/kg・生 < LOD 0.098 0.35 0.52

海水 1 Bq/L < LOD < LOD < LOD < LOD

海底土 1 Bq/kg・乾土 < LOD 1.8 3.2 4.7

2019年度 2011年度

※1　検出限界値（LOD ; Limit of detection）未満　　※2　県内産
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これ らの デー タは 、「放射 能」で表 して おり、人 体 への 影響 を示 す「 放 射線 量」

と直接比較ができません。したがって、次項では放射線量の観点か ら原発事 故 の

影響 を考 えて みま しょ う。  

 

 当 所 で は 原 発 事 故 以 前 か ら 空 間 中 の 放 射 線 量 を 測 定 す る 装 置 で あ る モ ニ タ リ

ングポストを設置しています。 図 2 に 2011 年 1 月から 2020 年 11 月までの

放射線量の月平均値を示しました。原発事故直後に一定期間、数値 が上がり ま し

たが 、現 在で は原 発事 故以 前と 同程 度の 水準 に戻 った こと が確 認で きま す。  

 ま た 、 2019 年 度 の 当 所 に お け る 年 間 の 放 射 線 量 を 積 算 し 、 人 体 に 影 響 を 及

ぼす 指標 であ るシ ーベ ルト に換 算す ると 約 26 µSv/年 （0.026 mSv/年）と な

りま す。 これ は、 国際 放射 線防 護委 員会 2)が 2007 年に勧 告し た公 衆被 ば く の

線量限度である 1 mSv/年を大幅に下 回る数値です 。 

 

 

図 2 当所における空 間放射線量率 （月平均値）の推移 

2) 国際放射線防護委員会：専門家の立場から放射線防護に関する勧告を行う民間の国

際学術組織のこと。 

神奈川県における放射線量の推移



4

衛研ニュース №202 令和３年１月発行

発行所　神奈川県衛生研究所（企画情報部）
　　　　〒253-0087　茅ヶ崎市下町屋1-3-1
電話（0467）83-4400  ＦＡＸ（0467）83-4457
http://www.eiken.pref.kanagawa.jp

再生紙を使用しています。

神奈川県衛生研究所ホームページを

ご覧ください

 

以上から、現在も原発事故に由来する放射性物質は残存していますが、健康 に

影響を与えるほどの放射線量は確認されていないことが分かりました。 

当所 は、土壌・大気など環境中の放射能調査以外に、食品中の放射性物質の検

査、県内の原子力関連施設周辺の監視なども行っています。今後も県民の皆 様の

不安を払拭するため、調査研究に取り組んでまいります。 
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